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6月21日一般質問にて

◇
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に

つ
い
て

問

今
回
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
支
援
事

業
は
、
道
路
交
通
法
改
正
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
制
度
導
入
で
あ
り
、
支
援
の
内
容
が
返
納

し
た
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
1
回
限
り
の
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
５
千
円
分
の
発
行

と
な
っ
た
事
業
内
容
の
根
拠
と
今
後
見
直
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
を
問
う
。

答

導
入
す
る
支
援
事
業
の
内
容
は
、
高
齢

者
祝
金
の
見
直
し
関
連
事
業
と
し
て
の
位
置

づ
け
も
あ
り
、
活
用
を
予
定
し
て
い
る
福
岡

県
の
補
助
制
度
の
基
準
額
、
道
路
交
通
法
改

正
の
影
響
な
ど
、
総
合
的
に
考
慮
し
た
結
果

で
あ
る
。
法
改
正
に
よ
り
高
齢
者
の
運
転
免

許
更
新
な
ど
の
要
件
が
厳
し
く
な
る
。
今
後

は
、
運
転
を
継
続
で
き
る
状
況
に
あ
り
な
が

ら
、
自
主
返
納
支
援
事
業
が
あ
る
か
ら
運
転

免
許
を
手
放
そ
う
と
い
う
方
よ
り
も
、
免
許

更
新
を
す
る
の
が
難
し
い
か
ら
、
こ
の
際
自

主
返
納
し
よ
う
と
い
う
方
が
多
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
ず
は
、
今
回
の
支
援
内
容
を

実
施
し
た
上
で
、
事
業
の
運
用
状
況
を
検
証

し
て
い
く
。

◇
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
に
つ
い
て

問
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
者
は
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
。
登
録
可
能
年
数
が
18
歳
か
ら

54
歳
と
な
っ
て
お
り
、
自
動
登
録
取
り
消
し
数

が
増
加
し
て
い
る
。
若
者
世
代
を
中
心
に
、
新

た
な
骨
髄
提
供
希
望
者
を
い
か
に
確
保
し
て
い

く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

住みやすい春日市の実現のために！

第５号（夏号）

◇
毎
日
新
聞
掲
載
記
事
に
お
け
る
市
長
の

真
意
に
つ
い
て

問

市
議
会
に
お
い
て
は
、
議
員
の
発
言
は
原

則
と
し
て
制
限
を
受
け
る
こ
と
は
無
く
、
発
言

の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
3
月
定
例
会
で

の
同
僚
議
員
の
反
対
討
論
に
つ
い
て
、
今
回
、

市
長
が
議
長
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
真
意
に
つ
い
て
問
う
。

答

要
望
書
は
、
決
し
て
反
対
討
論
そ
の
も
の

の
撤
回
を
求
め
た
も
の
で
も
、
反
対
討
論
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
議
会
で
の
議
員
の
発

言
は
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
3
月
議
会
で
の
反
対
討
論
で
の
内
容
は
、

執
行
部
が
把
握
し
て
い
る
事
実
等
と
異
な
っ
て

い
る
。

(

意
見)

市
議
会
議
員
は
市
長
と
同
じ
く
市
民
か

ら
負
託
を
受
け
て
い
る
。
議
会
と
市
長
、
議
決

権
と
執
行
権
の
二
元
代
表
制
は
、
日
本
の
地
方

自
治
の
根
幹
で
あ
る
。
市
議
会
議
員
で
あ
る
私

た
ち
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
事
実
に
基
づ
き

真
摯
で
自
由
で
活
発
な
議
論
、
審
議
を
行
い
、

市
政
の
議
決
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
の
水
道
企
業
団
の

取
水
問
題
の
報
道
や
、
今
回
の
新
聞
報
道
で
も

読
者
が
、
誤
解
し
易
い
内
容
で
の
紙
面
と
な
っ

て
い
る
。
私
は
、
そ
の
よ
う
な
新
聞
報
道
に
惑

わ
さ
れ
ず
に
、
常
に
何
が
真
実
で
あ
る
か
を
確

か
め
た
上
で
議
論
形
成
を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
。※

こ
の
後
、
記
者
が
議
場
内
で
暴

言
を
吐
き
、
議
会
棟
内
で
暴
行
行
為
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
市
会
議
員
有
志
で
抗
議
文
を
提
出
し
ま
し
た
。

３
月
16
日
、
第
１
回
定
例
会
本
会
議

一
般
質
問

骨
髄
提
供
を
め
ぐ
る
現
状
の
課
題
を
本
市
で

は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

答

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
登
録
者
を
確
保
す
る

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
骨
髄
移
植
や
ド

ナ
ー
登
録
制
度
の
趣
旨
や
意
義
の
周
知
に
努

め
て
い
く
。
平
成
27
年
10
月
の
市
報
で
骨
髄

バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
市
民
に
呼
び
か
け
し
、
福

岡
県
と
の
連
携
で
「ド
ナ
ー
登
録
の
し
お
り
」

を
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
窓
口
に
設
置
。
現
時

点
で
は
す
ぐ
に
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
助
成

制
度
を
導
入
す
る
計
画
は
無
い
が
、
福
岡
県

の
取
り
組
み
の
進
捗
を
み
て
研
究
し
て
い
く
。

◇
春
日
市
Ｐ
Ｒ
戦
略
で
あ
る
春
日
市
広
報
広

聴
戦
略
に
つ
い
て

問

春
日
市
広
報
戦
略
は
平
成
29
年
度
か
ら

平
成
33
年
度
ま
で
の
5
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

戦
略
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を

展
開
す
る
た
め
提
案
を
含
め
て
お
伺
い
す
る
。

春
日
市
議
会
議
員
（
総
務
文
教
副
委
員
長
）・
保
護
司
・
防
災
士

2月総務文教委員会海老名市行政視察

６
月
21
日
、
第
２
回
定
例
会
本
会
議

一
般
質
問

①
春
日
商
工
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
春

日
市
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
の
開
発
②
原
付
バ
イ

ク
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入
③
小

倉
地
区
祭
り
「嫁
ご
の
尻
た
た
き
」の
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
登
録
に
つ
い
て
④
「春
日
市

ま
ち
歩
き
歴
史
散
歩
Ｐ
Ｒ
看
板
」の
駅
前
設
置

に
つ
い
て
⑤
「か
す
が
く
ん
・あ
す
か
ち
ゃ
ん
」

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
春
日
市
Ｐ
Ｒ
活

用
⑥
春
日
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
「さ
す
が
、

か
す
が
」の
第
2
弾
と
し
て
、
遊
び
感
覚
を
取

り
入
れ
た
動
画
ア
プ
リ
作
成
を
要
望
す
る
。

答

①
本
市
特
産
品
の
商
品
開
発
は
、
商
工

会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
戦
略
に
つ
な
が

る
支
援
を
研
究
し
て
い
く
。
②
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
春
日
市
広
報
広
聴
戦
略
を

踏
ま
え
研
究
し
て
い
き
た
い
。
③
登
録
申
請
に

つ
い
て
は
、
祭
り
の
由
来
・
歴
史
の
聞
き
取

り
等
地
元
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

④
市
内
外
の
多
く
の
方
々
に
春
日
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
貴
重
な
提
案
で
あ
る
。
⑤
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
等
一
部
商
品
化
に
も

至
っ
て
い
る
。(

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・ミ
り
タ
リ
ー
グ
ッ
ズ)

◇
他
国
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
時
の
本
市
に

お
け
る
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

問

他
国
か
ら
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の

行
動
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
周
知
・
啓
発
に
つ

い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
周
知
方
法
を

と
っ
て
い
る
の
か
。

答

本
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
行
動
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
を
掲
載
。
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

お
い
て
も
同
様
の
内
容
を
発
信
。
市
内
公
共

施
設
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー
掲
示
。
出
前
ト
ー

ク
で
は
チ
ラ
シ
配
布
。
市
報
へ
の
掲
載
や
春

日
市
総
合
情
報
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
る
。



地域に根差した活動 地域の活性化に貢献します！

九
州
北
部
豪
雨
災
害
被

災
地
視
察
！

内
野
童
里
夢

川柳コーナー

東峰村視察

◇
7
月
5
日
九
州
北
部
地
区
（
福
岡
朝
倉

市
・
東
峰
村
、
大
分
日
田
地
区
）多
大
な
る

被
害
が
出
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
、
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
梅
雨
前
線
豪
雨
で
は
、
福
岡
県
の
朝

倉
市
、
東
峰
村
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
わ
ず
か
9
時
間
で
７
７
４
ミ
リ
と
い
う
、
短

時
間
に
記
録
的
豪
雨
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
日
本
で
の
観
測
史
上
最
大
の
記
録
で
あ

る
２
０
１
３
年
に
東
京
都
大
島
観
測
所
で
の
12

時
間
７
０
７
ミ
リ
を
上
回
る
雨
量
で
、
朝
倉
市

の
７
月
平
均
月
間
雨
量
の
２
倍
を
超
え
る
雨
量

で
し
た
。
７
月
15
日
、
蓮
舫
代
表
を
団
長
と
す

る
民
進
党
被
災
地
調
査
団
の
一
員
と
し
て
、
現

地
を
視
察
し
ま
し
た
。
実
際
に
現
地
を
視
察
す

る
と
、
報
道
さ
れ
た
以
上
の
被
害
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
復
旧
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が

か
か
る
と
感
じ
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
で

の
、
早
急
な
る
山
間
地
で
の
生
活
再
建
へ
の
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
も
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

山
村
地
区
で
は
人
手
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
間

伐
が
出
来
ず
に
、
山
が
荒
れ
て
い
る
現
状
に
お

い
て
の
林
業
対
策
。
今
回
の
様
に
、
山
間
部
の

斜
面
で
多
数
起
き
て
い
る
表
層
崩
壊
に
つ
な
が

る
、
ス
ギ
・ヒ
ノ
キ
の
植
林
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

決
し
て
天
災
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
今
後
の

課
題
を
突
き
付
け
ら
れ
た
思
い
で
す
。

（
福
岡

「楠
の
会
」・
宮
崎

「世
詩
凡
」
所
属

4
月
16

日
春
日
混
成
合
唱
団
「つ
く
し

の
風
」で
は
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
筑

紫
地
区
コ
ー
ラ
ス
交
流
会
に
出
演
。
「あ

の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な
た
」・「瑠
璃

色
の
地
球
」の
2
曲
を
披
露
。
隣
の
サ
ン

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い
た
「は
る
か
」ア
ッ

パ
レ
芸
能
祭
に
も
掛
け
持
ち
で
出
演
し

「無
縁
坂
」を
ソ
ロ
で
熱
唱
！

6
月
17
日
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
春
日
市

文
化
協
会
40
周
年
記
念
事
業

第
25

回
「か
す
が
芸
術
祭
」が
開
催
さ
れ
、

「つ
く
し
の
風
」で
出
演
。
「み
あ
げ
て
ご

ら
ん
夜
の
星
を
」・「ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」の
2

曲
を
、
ア
ロ
ハ
サ
ー
ク
ル
「プ
ア
レ
フ
ア
」

の
皆
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
で
熱
唱
！

５月国会議事堂前で「共謀罪」反対行動！

７月１５日 朝倉市赤谷川久保垣橋にて

保護司「社明大会」ＰＲ活動

７月連合議員懇での山鹿市役所視察

＜民進党被災地調査団の一員として＞

４月西鉄下大利駅前で連合福岡街頭活動！

時
刻
む

柱
の
キ
ズ
に

あ
る
ド
ラ
マ

出
る
杭
に

な
っ
て
世
間
の

風
を
知
る

輝
い
た

子
ら
の
目
に
あ
る

好
奇
心

家
族
と
の

絆
が
鍋
の

隠
し
味

５月ＪＲ春日駅での
街頭活動

防
災
士
と
は
、
地
域
の
防
災
意
識
の

啓
発
・防
災
力
の
向
上
に
努
め
、
災
害

発
生
時
に
は
避
難
誘
導
・
救
助
に
あ

た
る
人
。

６
月
春
日
な
か
が
わ
倫
理
法
人
会
「五

周
年
記
念
式
典
」へ
の
出
演

７
月
小
倉
地
区
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
て

６月春日市防災訓練にて

防
災
士
と
し
て
始
動
！

被
災
地
で
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
う
際
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
へ
の
加
入
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

事
前
に
社
会
福
祉

協
議
会
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。


